
1 1 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 2 月 号

  ： 申 し 込 み　 ： 問 い 合 わ せ 　 ・  の マ ー ク が あ る も の は 申 し 込 み が 必 要　 ・ 参 加 費 の 記 述 が な い も の は 無 料

    　 日 本 年 金 機 構 金 沢 南 年 金 事 務 所 　 ☎  2 4 5  －  2 3 1 1

保 険 年 金 課 　 ☎  2 2 7  －  6 0 7 2

年 金 生 活 支 援 給 付 金 の 手 続 き を お 忘 れ な く

　 年 金 生 活 者 支 援 給 付 金 は 、 収 入 な ど が 一 定 基 準 額 以 下 の 年 金 受 給 者 の 生 活 を 支 援 す る た め に 、 年 金 に 上 乗

せ し て 支 給 さ れ ま す 。

　 対 象 者 に は 日 本 年 金 機 構 か ら 請 求 手 続 き の 案 内 を ９ 月 上 旬 に 発 送 し ま し た 。 同 封 の 請 求 書 （ は が き ） に 必

要 事 項 を 記 入 し 提 出 し て く だ さ い 。 既 に 給 付 金 を 受 け 取 っ て い る 人 は 、 改 め て 請 求 す る 必 要 は あ り ま せ ん 。

【 注 意 し て く だ さ い 】

　 は が き に 記 載 し て い る 期 限 ま で に 請 求 書 を 提 出 で き な か っ た 場 合 も 手 続 き は 可 能 で す 。 た だ し 、 令 和 ６ 年

１ 月 ４ 日 ㈭ ま で に 請 求 書 の 提 出 が 確 認 で き な か っ た 場 合 、 令 和 ５ 年  1 0  月 分 か ら さ か の ぼ っ て 受 け 取 る こ と

が で き な く な り ま す 。

◆ 年 金 生 活 者 支 援 給 付 金 の 請 求 で 困 っ た 際 に 電 話 し て く だ さ い

　 『 給 付 金 専 用 ダ イ ヤ ル 』 ☎ 0 5 7 0  －  0 5  －  4 0 9 2 （ ナ ビ ダ イ ヤ ル ）

　 国 民 年 金 第 １ 号 被 保 険 者 が 出 産 を し た 際 に 、 出 産 前 後 の 一 定 期 間 の 国 民 年 金 保 険 料 が 免 除 さ れ る 制 度 が あ

り ま す 。

　 産 前 産 後 期 間 と し て 認 め ら れ た 期 間 は 、 保 険 料 を 納 付 し た も の と し て 老 齢 基 礎 年 金 の 受 給 額 に 反 映 さ れ ま

す 。

国 民 年 金 保 険 料 が 免 除 さ れ る 期 間

　 出 産 予 定 日 ま た は 出 産 日 が 属 す る 月 の 前 月 か ら

４ カ 月 間 で す 。 多 胎 妊 娠 の 場 合 は 、 出 産 予 定 日 ま

た は 出 産 日 が 属 す る 月 の ３ カ 月 前 か ら ６ カ 月 間 の

国 民 年 金 保 険 料 が 免 除 さ れ ま す 。

※ 出 産 と は 、 妊 娠  8 5  日 （ ４ カ 月 ） 以 上 の 出 産 を い

い ま す （ 死 産 、 流 産 、 早 産 を 含 み ま す ）

対 象 　 「 国 民 年 金 第  1  号 被 保 険 者 」 で 出 産 日

が 平 成  3 1  年 ２ 月 １ 日 以 降 の 人

届 け 出 時 期 　 出 産 予 定 日 の ６ カ 月 前 か ら 届 け 出 が で

き ま す

必 要 書 類 　  本 人 確 認 書 類 、 基 礎 年 金 番 号 ま た は 個

人 番 号 の 分 か る も の 、 母 子 手 帳 （ 出 産

後 申 請 の 場 合 は 不 要 で す ）

    　 日 本 年 金 機 構 金 沢 南 年 金 事 務 所 　 ☎  2 4 5  －  2 3 1 1

保 険 年 金 課 　 ☎  2 2 7  －  6 0 7 2

国 民 年 金 保 険 料 の 産 前 産 後 期 間 の 免 除 制 度

  　 ２ 月  2 9  日 ㈭ ま で に 福 祉 総 務 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 6 1

物 価 高 騰 支 援 給 付 金 （ 追 加 支 援 分 ）

　 電 気 代 や 食 料 品 な ど の 物 価 高 騰 の 影 響 に よ り 、 家 計 へ の 負 担 が 特 に 大 き い 低 所 得 世 帯 （ 令 和 ５ 年 度 住 民 税

非 課 税 世 帯 ） を 対 象 に 、 １ 世 帯 あ た り ７ 万 円 の 物 価 高 騰 支 援 給 付 金 を 支 給 し ま す

対 象 　 　 1 2  月  1  日 ㈮ に 野 々 市 市 に 住 民 登 録 が あ り 、 令 和 ５ 年 度 住 民 税 均 等 割 が 世 帯 全 員 非 課 税 の 世 帯

申 請 方 法 　 　

 ① 本 年 ７ 月 以 降 の 令 和 ５ 年 度 物 価 高 騰 支 援 給 付 金 （ ３ 万 円 ） の 支 給 を 野 々 市 市 か ら 受 け た 対 象 世 帯

 振 込 日 と 振 込 口 座 番 号 を 記 載 し た 「 振 込 確 認 書 」 を 郵 送 し ま す 。 振 込 口 座 に 変 更 が あ る 場 合 や 、 税 申 告 な ど

で 非 課 税 世 帯 に 該 当 し な く な っ た 場 合 の み 返 送 し て く だ さ い （ 変 更 が な い 場 合 は 記 載 の 口 座 に 振 込 し ま す ）

② 令 和 ５ 年 度 物 価 高 騰 支 援 給 付 金 （ ３ 万 円 ） の 支 給 を 野 々 市 市 か ら 受 け て い な い 対 象 世 帯

 「 確 認 書 」 を 郵 送 し ま す 。 必 要 事 項 を 記 入 し て 返 送 し て く だ さ い

※ 令 和 ４ 年 中 の 収 入 が 未 申 告 の 世 帯 や 令 和 ５ 年 １ 月 以 降 に 転 入 し た 世 帯 に も 「 確 認 書 」 を 郵 送 し ま す 。 支 給

対 象 の 場 合 は 必 要 事 項 を 記 入 し て 返 送 し て く だ さ い

広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 2 月 号 　 1 0

公 共 施 設 の 休 館 日 ※ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー ・ 児 童 館 の 休 館 日 は  p 2 1 市 民 生 活 課  年 末 臨 時 窓 口

日 時 　 1 2  月  2 9  日 ㈮  9: 0 0  ～  1 6: 0 0

主 な 業 務 　 諸 証 明 書 の 発 行 業 務

※ 税 に 関 す る 証 明 書 の 発 行 お よ び 広 域 行 政 窓 口 サ ー

ビ ス の 利 用 は で き ま せ ん

※ マ イ ナ ン バ ー カ ー ド を 利 用 し た 転 入 、 転 出 の 手 続

き は で き ま せ ん

※ マ イ ナ ン バ ー カ ー ド に 関 す る 手 続 き は で き ま せ ん

の っ テ ィ ・ の ん キ ー の 運 行

※ ご み の 収 集 日 は  2 4  ペ ー ジ を 見 て 確 認 し て く だ さ い

 　 （ 運 行 状 況 ・ 忘 れ 物 に つ い て ） の の い ち バ ス ㈱ 　 ☎  2 4 6 －  7 3 1 1 ／ （ 左 記 以 外 ） 都 市 整 備 課 　 ☎  2 2 7 －  6 1 1 8

降 雪 ・ 積 雪 時 の コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス ・ シ ャ ト ル バ ス 運 行

運 行 に 関 す る 情 報

　 降 雪 な ど の 悪 天 候 で 路 面 状 況 の 悪 化 や 渋 滞 が 発 生 し た 場 合 、 バ ス の 遅 延 や 乗 り 継 ぎ へ の 支 障 が 出 る こ と が

あ り ま す 。 大 幅 な 遅 延 や 運 休 が 発 生 し た 場 合 に は 、 市 ホ ー ム ペ ー ジ や ほ っ と  H O T  メ ー ル で 知 ら せ ま す 。

（ ほ っ と  H O T  メ ー ル を 利 用 す る た め に は 事 前 登 録 が 必 要 で す ）

　 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス ・ シ ャ ト ル バ ス 遅 延 証 明 書 が 必 要 な 人 は 、 運 転 士 ま た は の の い ち バ ス 株 式 会 社 に 問 い 合

わ せ て く だ さ い 。

市 ホ ー ム ペ ー ジ ほ っ と H O T メ ー ル

登 録 方 法

（ 市 ホ ー ム ペ ー ジ ）

バ ス ど こ シ ス テ ム

バ ス の 現 在 地 が 分 か り ま す

市 役 所 の 休 業 は 、

1 2  月  2 9  日 ㈮ ～ １ 月 ３ 日 ㈬

休 館 日 施 設 名

1 2  月  2 6  日 ㈫
～ 1  月 ５ 日  ㈮ ス ポ ー ツ ラ ン ド （ プ ー ル ）

1 2  月  2 7  日 ㈬
～ 1  月 ４ 日  ㈭ 交 遊 舎

1 2  月  2 8  日 ㈭
～ 1  月 ３ 日  ㈬

ふ る さ と 歴 史 館 、 郷 土 資 料 館  N o N o 、
文 化 会 館 フ ォ ル テ

1 2  月  2 8  日 ㈭
～ 1  月 ４ 日  ㈭

老 人 福 祉 セ ン タ ー 椿 荘 、 市 民 体 育 館 、 ス
ポ ー ツ セ ン タ ー 、 ス ポ ー ツ ラ ン ド （ さ わ や
か ホ ー ル 、 テ ニ ス コ ー ト ） 、 武 道 館 、 そ の
他 体 育 施 設 、 各 公 民 館 （ 中 央 公 民 館 １ 階
は  1 2 / 2 8  日 ㈭ 、 1 / 4  ㈭  9: 0 0  ～  1 7: 0 0
開 放 ） 、 富 奥 防 災 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、
女 性 セ ン タ ー 、 市 民 活 動 セ ン タ ー

1 2  月  2 9  日 ㈮
～ 1  月 ３ 日  ㈬

保 健 セ ン タ ー 、 発 達 相 談 セ ン タ ー 、 い き
が い セ ン タ ー 御 経 塚 、 喜 多 家 住 宅 、 教 育
セ ン タ ー 、 の の い ち 椿 館 、 学 び の 杜 の の
い ち  カ レ ー ド

・ １ 月 １ 日 は 終 日 運 休

・ 1 2  月  3 1  日 、 1  月  2 、 3  日 は 減 便 し て 運 行

【 中 央 ・ 北 部 ル ー ト 】
1 0: 1 0  ～  1 6: 5 0  フ ォ ル テ 発 （ ９ 便 運 行 ）

【 南 部 ・ 西 部 ル ー ト 】
1 0: 3 0  ～  1 7: 1 0  市 役 所 発 　  （ ９ 便 運 行 ）

コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 「 の っ テ ィ 」

・ 1 2  月  3 1  日 ～ １ 月 ３ 日 は 終 日 運 休

　 の の い ち バ ス ㈱ 　 ☎  2 4 6 － 7 3 1 1

シ ャ ト ル バ ス 「 の ん キ ー 」

 の お 知 ら せ

バ ス の 現 在 位 置 な

ど リ ア ル タ イ ム の

運 行 情 報 は 、 の の

い ち バ ス 株 式 会 社

へ 問 い 合 わ せ て く

だ さ い



1 3 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 2 月 号

  ： 申 し 込 み　 ： 問 い 合 わ せ 　 ・  の マ ー ク が あ る も の は 申 し 込 み が 必 要　 ・ 参 加 費 の 記 述 が な い も の は 無 料

  　 税 務 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 4 1

「 野 々 市 市 ク レ ジ ッ ト カ ー ド お 支 払 サ イ ト 」 の 終 了

　 「 野 々 市 市 ク レ ジ ッ ト カ ー ド お 支 払 サ イ ト 」 は 事 業 者 の サ ー ビ ス 終 了 に 伴 い 、 令 和 ６ 年 ３ 月  2 9  日 ㈮ 正 午

を も っ て 終 了 し ま す 。 こ の サ ー ビ ス の 終 了 以 降 、 利 用 で き る 納 付 方 法 は 以 下 の と お り で す 。

  　 松 任 税 務 署 　 ☎  2 7 6 － 2 3 4 5

税 務 署 か ら の お 知 ら せ

① 一 般 的 な 相 談 を 希 望 す る 場 合

　 国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 の 「 チ ャ ッ ト ボ ッ ト 」 お よ び 「 タ ッ ク ス ア ン サ ー （ よ く あ る 質 問 ） 」 を 利 用 し て

く だ さ い 。 チ ャ ッ ト ボ ッ ト で は 税 務 職 員 ふ た ば （ AI ） が 自 動 回 答 し ま す （ 土 日 、 夜 間 も 利 用 で き ま す ） 。

② 電 話 相 談 を 希 望 す る 場 合

　 「 電 話 相 談 セ ン タ ー 」 で 税 務 に 精 通 し た 国 税 局 の 職 員 が 相 談 に 答 え ま す 。 国 税 相 談 専 用 ダ イ ヤ ル （ ☎

0 5 7 0 － 0 0 － 5 9 0 1 ） を 利 用 す る か 、 松 任 税 務 署 へ 電 話 を か け 、 音 声 案 内 に 従 っ て １ 番 を 選 択 し て く だ さ い 。

③ 税 務 署 で の 面 接 相 談 を 希 望 す る 場 合

　 相 談 日 時 の 「 事 前 予 約 」 が 必 要 で す 。 松 任 税 務 署 へ 電 話 を か け 、 音 声 案 内 に 従 っ て ２ 番 を 選 択 し て 相 談 日

時 を 予 約 し て く だ さ い 。

国 税 に 関 す る 相 談

　 ス マ ー ト フ ォ ン を 使 い 、 自 宅 か ら 自 動 入 力 ・ 自 動 計 算 で 確 定 申 告 す る こ と が で き ま す 。

　 e- T a x  に は ５ つ の メ リ ッ ト が あ り ま す 。

　 ① 税 務 署 へ の 持 参 不 要

　 ② 印 刷 ・ 郵 送 代 不 要

　 ③ 添 付 書 類 提 出 不 要 （ 一 部 の 書 類 は 除 く ）

　 ④ 確 定 申 告 期 間  2 4  時 間 利 用 可 能 （ メ ン テ ナ ン ス 期 間 を 除 く ）

　 ⑤ 早 期 還 付 （ ３ 週 間 程 度 で 還 付 ）

　 令 和 ５ 年 分 確 定 申 告 （ 令 和 ６ 年 １ 月 上 旬 ～ ） か ら 、 マ イ ナ ポ ー タ ル 連 携 に よ る 申 告

書 の 自 動 入 力 対 象 が 拡 大 し 、 e- T a x  が さ ら に 便 利 に な り ま す 。

確 定 申 告 は 、 ス マ ホ × マ イ ナ ン バ ー カ ー ド で  e- T a x （ 電 子 申 告 ） ！

詳 細 は こ ち ら ↓

地 方 税 お 支 払
サ イ ト ※ １ 口 座 振 替 納 付 書

（ 金 融 機 関 ※ ２ ）

納 付 書
（ コ ン ビ ニ エ ン ス

ス ト ア ）

ス マ ー ト フ ォ ン
決 済 ア プ リ

市 県 民 税 ×

〇 〇 〇 〇

固 定 資 産 税 ・

都 市 計 画 税
〇

軽 自 動 車 税 〇

国 民 健 康 保 険 税 ×

後 期 高 齢 者 医 療

保 険 料
×

介 護 保 険 料 ×

※ １ 　� 地 方 税 統 一  Q R  コ ー ド が 印 字 さ れ た 納 付 書 は 、 全 国 の 地 方 税 統 一  Q R  コ ー ド 対 応 金 融 機 関 で 納 付 で き ま す 。 ま た 「 地
方 税 お 支 払 サ イ ト 」 か ら ク レ ジ ッ ト カ ー ド お よ び ス マ ー ト フ ォ ン 決 済 ア プ リ な ど で も 納 付 で き ま す

※ ２ 　� 北 國 銀 行 、 北 陸 銀 行 、 福 井 銀 行 、 金 沢 信 用 金 庫 、 の と 共 栄 信 用 金 庫 、 は く さ ん 信 用 金 庫 、 興 能 信 用 金 庫 、 北 陸 労 働 金 庫 、
野 々 市 農 業 協 同 組 合

広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 2 月 号 　 1 2

  　 子 育 て 支 援 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 7 6

多 子 世 帯 　 保 育 料 の 負 担 軽 減 を 拡 充

　 令 和 ６ 年 １ 月 以 降 、 市 独 自 の 制 度 に よ り 、 下 記 の と お り 多 子 世 帯 の 保 育 園 等 利 用 者 負 担 額 （ 保 育 料 ） の 負

担 軽 減 制 度 の 対 象 を 拡 充 し ま す 。 こ れ に よ り 保 育 料 が 変 更 と な る 人 に は 、 令 和 ６ 年 １ 月 上 旬 に 通 知 予 定 で す 。

　 な お 、 副 食 費 の 負 担 軽 減 制 度 に つ い て の 変 更 は あ り ま せ ん 。

多 子 区 分 従 前 令 和 ６ 年 １ 月 以 降

第 ２ 子

子 ２ 人 以 上 が 同 時 に 入 園 し て い る 場 合 、

入 園 児 童 か ら 数 え て 第 ２ 子 半 額

※� 市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  5 7, 7 0 0  円 未 満

の 世 帯 は 第 ２ 子 無 料

所 得 、 子 の 年 齢 に 関 わ ら ず 第 ２ 子 半 額

※� 市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  5 7, 7 0 0  円 未 満

の 世 帯 は 第 ２ 子 無 料

第 ３ 子 以 降

子 ３ 人 以 上 が 同 時 に 入 園 し て い る 場 合 、

入 園 児 童 か ら 数 え て 第 ３ 子 以 降 無 料

※� 市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 6 9, 0 0 0  円 未

満 の 世 帯 は 、 1 8  歳 未 満 の 子 か ら 数 え て 第

３ 子 以 降 無 料

所 得 、 子 の 年 齢 に 関 わ ら ず 第 ３ 子 以 降 無 料

※ 子 と し て 数 え ら れ る の は 、 生 計 同 一 の 子 の み で す

※ ひ と り 親 世 帯 な ど は 上 記 以 外 に も 軽 減 制 度 が あ り ま す

※� 養 育 す る 子 が 別 居 し て い る 場 合 な ど は 反 映 さ れ て い な い こ と が あ り ま す の で 、 不 明 な 点 は 問 い 合 わ せ て く

だ さ い

  　 生 涯 学 習 課 　 ☎  2 2 7 － 6 1 1 7

野 々 市 市 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 応 援 企 業 の 募 集

　 「 野 々 市 市 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 応 援 企 業 」 と し て コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル や 家 庭 教 育 の 支 援 に 取 り 組 ん で み

ま せ ん か 。 市 教 育 委 員 会 が 、 下 記 の い ず れ か の 取 り 組 み を 行 う 企 業 を 登 録 し 企 業 名 と 取 り 組 み 内 容 の  P R  を

行 い ま す 。

学 校 行 事 へ の 参 加 促 進１

学 校 と 地 域 と の 協 働 活 動２

家 庭 教 育 の 推 進３

職 場 見 学 や 職 場 体 験 の 実 施４

企 業 か ら の 独 自 提 案５

制 度 の

詳 細 は こ ち ら →

応 援 企 業 の 取 り 組 み

こ れ ま で の 登 録

企 業 は こ ち ら →



1 5 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 2 月 号

  ： 申 し 込 み　 ： 問 い 合 わ せ 　 ・  の マ ー ク が あ る も の は 申 し 込 み が 必 要　 ・ 参 加 費 の 記 述 が な い も の は 無 料

 　 市 民 協 働 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 2 9

ホ ス ト フ ァ ミ リ ー 募 集

　 2 0 2 4  年 の 春 、 姉 妹 都 市 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・ ギ ズ ボ ー ン 市 か ら 友 好 訪 問 団 が 市 に や っ

て き ま す ！

　 一 緒 に ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク の 思 い 出 を 作 り ま せ ん か 。 家 族 の 一 員 と し て 迎 え る ホ ス

ト フ ァ ミ リ ー を 募 集 し ま す 。

期 間 　 令 和  6  年 ５ 月 ３ 日 （ 金 ・ 祝 ） ～ ５ 日 （ 日 ・ 祝 ）

受 入 人 数 　 １ 世 帯 あ た り 原 則  2  人 （ 応 相 談 ）

訪 問 団 員 　� リ ト ン ハ イ ス ク ー ル の 生 徒  2 0  人 （ 男 女 お お む ね  1 5  ～  1 8  歳 ）

 　 地 域 振 興 課 　 ☎  2 2 7 － 6 1 6 0

立 ち 飲 み 処 　 猩 々 酒 場

　 ２ 日 間 限 定 で 「 立 ち 飲 み 処 　 猩 々 酒 場 」 を 開 店 し ま す 。 忘 年 会 帰 り や

飲 み 会 前 に 日 本 酒 「 猩 々 」 を １ 杯 い か が で す か 。 ス ト ー ブ や 熱 燗 が あ り 、

温 ま り な が ら 飲 食 が 楽 し め ま す 。 「 猩 々 」 は 最 初 の １ 杯 が 無 料 で す 。 気 軽

に 来 て く だ さ い 。

日 時 　 1 2  月  1 5  日 ㈮  1 8: 0 0  ～  2 2: 0 0

　 　 　 1 2  月  1 6  日 ㈯  1 1: 0 0  ～  1 8: 0 0

場 所 　 J R  野 々 市 駅 北 口

内 容 　�「 猩 々 」 が 最 初 の １ 杯 無 料 。 ２ 杯 目 以 降 は  2 0 0  円 。

　 　 　 お つ ま み ・ ソ フ ト ド リ ン ク 、 キ ッ チ ン カ ー （ 両 日 ） も

　 　 　 あ り ま す 。 1 6  日 ㈯ は 能 登 か き �山 田 水 産 も 出 店 し ま す
詳 細 は こ ち ら

詳 細 は こ ち ら

　 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 都 市 で 「 世 界 で 一 番 早 く 日 が 昇 る ま ち 」 と 言 わ れ て い ま

す 。 人 口 規 模 や 気 候 が 野 々 市 市 と 類 似 し 、 キ ウ イ フ ル ー ツ の 生 産 が 盛 ん で 、 野 々

市 市 の 市 花 木 で あ る ツ バ キ の 育 成 に も 適 し た 都 市 で す 。 平 成 ２ 年 に 野 々 市 市 の

姉 妹 都 市 と な り ま し た 。

  　 福 祉 総 務 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 6 3

障 害 者 ふ れ あ い 入 浴 事 業

　 障 害 者 週 間 を 含 む 以 下 の 期 間 に 市 内 の 公 衆 浴 場 を 無 料 で 利 用 で き ま す 。

期 間 　� 　 1 2  月 １ 日 ㈮ ～ �2 5  日 ㈪

利 用 施 設 　 　� ぽ か ぽ か 御 経 塚 の 湯 、 し あ わ せ の 湯 野 々 市 店 、 極 楽 湯 金 沢 野 々 市 店 、 満 天 の 湯 道 の 宿 白 山 イ ン タ ー 店

対 象 　 　� 市 内 に 住 民 票 が あ る 身 体 障 害 者 手 帳 、 療 育 手 帳 、 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 所 持 者 お よ び 重 度

障 害 者 の 介 助 者

利 用 　 　 １ 人 ２ 回

そ の 他 　 　 障 害 者 手 帳 を 持 っ て 福 祉 総 務 課 へ 申 し 込 ん で く だ さ い 。 利 用 券 を 配 布 し ま す

※� か き オ リ ー ブ 漬 け 、 蒸
し が き 、 か き ご 飯 、 か
き キ ム チ を 販 売 し ま す

広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 2 月 号 　 1 4

     　 1 2  月 ６ 日 ㈬ ま で に ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド の の い ち 里 ま ち 倶 楽 部 　 ☎ 2 4 8  －  7 3 3 2

喜 多 家 お そ う じ 作 戦 　 年 末 大 そ う じ 編

　 市 が 誇 る 国 指 定 重 要 文 化 財 喜 多 家 住 宅 を み ん な で き れ い に し て 、 良 い 年 を 迎 え ま し ょ う ！

　 ま ち を 知 り 、 ま ち の 魅 力 を 伝 え る ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド を 養 成 す る 講 座 で す ！

場 　 所 　 に ぎ わ い の 里 の の い ち ��カ ミ ー ノ ほ か

対 　 象 　 野 々 市 市 に 興 味 の あ る  1 8  歳 以 上 の 人

定 　 員 　 1 5  人 （ 先 着 ）

受 講 料 　 1, 0 0 0  円 （ 学 生 は 無 料 ） ※ ５ 講 座 以 上 受 講 が 修 了 要 件

そ の 他 　 申 込 書 は 市 観 光 物 産 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す

日 程 時 間 テ ー マ ・ 内 容 講 師

1 2 月 2 0 日 ㈬ 1 9: 3 0 ～ 2 1: 0 0
開 講 式 ・ 受 講 ガ イ ダ ン ス
ボ  ラ  ン  テ ィ ア  ガ  イ ド  の  役  割

辻 貴 弘 氏
（ ほ っ と 石  川  マ イ ス タ ー ）

１ 月 1 0 日 ㈬ 1 9: 3 0 ～ 2 1: 0 0 住 民 が 牽 引 す る 歴 史 を 生 か し た ま ち づ く り
瀬 戸 達 氏

（ N P O  法 人 歴 町 セ ン タ ー 大 聖 寺 事 務
局 長 ）

２ 月 ３ 日 ㈯ 1 0: 0 0 ～ 1 2: 0 0 末 松 廃 寺 跡 発 掘 調 査 に つ い て
腰 地 孝 大 氏

（ 市 生 涯 学 習 課 ）

２ 月 2 1 日 ㈬ 1 9: 3 0 ～ 2 1: 0 0
観 光 の 視 点 で 考 え る
～ 野 々 市 の モ ノ ・ コ ト ・ ヒ ト の 可 能 性 ～

桝 谷 泰 裕 氏
（ 市 商 工 会 事 務 局 長 ）

３ 月 ２ 日 ㈯ 9: 3 0 ～ 1 2: 0 0 の の い ち 椿 館 と 椿 山
髙 見 重 任 氏

（ 日 本 ツ バ キ 協 会 野 々 市 支 部 事 務 局 長 ）

４ 月 ６ 日 ㈯ 9: 3 0 ～ 1 2: 0 0 市 内 史 跡 な ど の 見 学 里 ま ち 倶 楽 部 ガ イ ド 養 成 部 会 員 �

       　 1 2  月  1 4  日 ㈭ ま で に 申 込 書 を ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド の の い ち 里 ま ち 倶 楽 部

☎  2 4 8  －  7 3 3 2 　  i nf o @ n o n oi c hi- k a n k o.j p

の の い ち 「 里 ま ち 」 ガ イ ド 養 成 講 座

日 　 時 　 1 2  月 ９ 日 ㈯  9: 3 0  ～  1 1: 3 0

場 　 所 　 国 指 定 重 要 文 化 財 喜 多 家 住 宅

内 　 容 　� 清 掃 （ 室 内 拭 き 掃 除 、 ほ こ り 払 い 、 庭 掃 除 な ど ）

対 　 象 　 小 学 生 以 上 （ 小 学 生 は 保 護 者 同 伴 ）

定 　 員 　 3 0  人

持 ち 物 　 汗 拭 き タ オ ル 、 飲 み 物 、 鎌 、 軍 手 な ど

服 　 装 　 動 き や す く 汚 れ て も よ い 服 装

駐 車 場 　 郷 土 資 料 館  N o N o  駐 車 場 （ 本 町 交 差 点 横 ）
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�

　
１
月

3 0日 ㈫ ま で に

（ 公 財 ）

国 際 青 少 年 研 修 協 会 

☎ ０ ３  ・  ６ ８ ２ ５  ・  ３ １ ３ ０

み ん な で い っ し ょ に フ ェ ア
◎ 市 理 解 促 進 ・ 啓 発 の た め の 障 害者 施 設 製 品 物 産 展 お よ び 活 動 紹 介パ ネ ル 展日 時

　

 

1 2月 ７ 日 ㈭ 午 前

1 0時 ～ 午 後

４ 時

場

 所
　
イ オ ン モ ー ル 白 山  （ 白 山 市 ）

内 容

　

 

1 2月 ３ 日 ～ ９ 日 の 障 害 者 週
間 に 合 わ せ 、 市 内 の 障 害 のあ る 人 が 通 う 障 害 福 祉 サ ービ ス 事 業 所 で 作 ら れ た 物 品を 販 売 し ま す 。 ま た 、 事 業所 で の 活 動 を 紹 介 す る パ ネル 展 を 開 催 し ま す

�

　
市 社 会 福 祉 協 議 会

 

　
☎ ２ ４ ６ ・ ０ １ １ ２

小 学 生 研 究 作 品 展

日 時

　

�

1 2月 １ 日 ㈮ ～

1 4日 ㈭ （ 月 曜

休 館 ）

場 所

　

� に ぎ わ い の 里 の の い ち

� カ

ミ ー ノ 、 富 奥 防 災 コ ミ ュ ニテ ィ セ ン タ ー 、 郷 公 民 館 、押 野 公 民 館 、 女 性 セ ン タ ー

内 容

　

� 夏 休 み に 小 学 生 が 取 り 組 んだ 「 調 べ る 学 習 」 の 中 で 、公 民 館 連 合 会 表 彰 を 受 賞 した 「 環 境 問 題 」 に つ い て の作 品 を 展 示 し ま す

　
中 央 公 民 館

�

☎ ２ ４ ８  ・  ０ ５ ２ １

石 川 障 害 者 職 業 能 力 開 発 校◎ 令 和 ６ 年 度 入 校 生 募 集募 集 学

 科
　
① 機 械 Ｃ Ａ Ｄ 科 ② 電 子

機 器 科 ③ 陶 磁 器 製 造 科 ④ Ｏ Ａビ ジ ネ ス 科 ⑤ 実 務 作 業 科 ⑥キ ャ リ ア ・ マ ネ ジ メ ン ト 科

訓 練 期 間

　
１ 年

(

⑥ は ６ ヶ 月

)

対 象

　

� ① ～ ④ 身 体 ・ 精 神 障 害 の ある 人 ⑤ 知 的 障 害 の あ る 人 ⑥精 神 障 害 の あ る 人

選 考 日

　
１ 月

2 6日 ㈮

そ の 他

 　
訓 練 見 学 可  （ 事 前 連 絡 要 ）

　
１ 月

1 2日 ㈮ ま で に ハ ロ ー ワ ー

ク 白 山
　
石 川 障 害 者 職 業 能 力 開 発 校

　

 

☎ ２ ４ ８  ・  ２ ２ ３ ５

県 立 金 沢 産 業 技 術 専 門 校
募 集 科

 　
① メ カ ト ロ ニ ク ス 科 ② 電

気 工 事 科 ③ 総 合 建 築 科

訓 練 期 間

　
① ２ 年 ② １ 年 ③ ２ 年

定 員

　
各

2 0人 程 度

応 募 資

 格
　
① ② 令 和

6年 ３ 月 高 校

卒 業 見 込 み 者 お よ び 高 校 既卒 者 （ お お む ね

3 5歳 以 下 ）

③ 令 和 ５ 年 ３ 月 中 学 校 卒 業見 込 み 者 お よ び 中 学 校 既 卒者 （ お お む ね

3 5歳 以 下 ）

選 考 日 時

　
２ 月 ２ 日 ㈮ 午 前 ９ 時

選 考 内

 容
　
学 科 試 験  （ 数 学 、  国 語 ）  、

面 接

※

�

1 2月

1 2日 ㈫ 、 １ 月

1 0日 ㈬ 午 後 ２

時

3 0分 か ら 体 験 会 を 実 施 し ま す 。

希 望 者 は 問 い 合 わ せ く だ さ い�

　
石
川
県
立
金
沢
産
業
技
術
専
門

校

 

☎ ２ ６ ７  ・  ２ ２ ２ １

春 休 み 海 外 研 修

日 程

　

� ３ 月

2 4日 ㈰ ～ ４ 月 ５ 日 ㈮ の

う ち ８ ～

1 3日 間

研 修 先

 　
イ ギ リ ス 、 オ ー ス ト ラ リ

ア 、 カ ナ ダ 、 サ イ パ ン 、 ハ ワイ 、 カ ン ボ ジ ア 、 ネ パ ー ル

内 容

　

� ホ ー ム ス テ イ 、 英 語 研 修 、学 校 訪 問 、 文 化 交 流 な ど

対 象

　
小 学 ３ 年 生 ～ 高 校 ３ 年 生

定 員

　
各

1 0人

参 加 費

　

3 1万 ５ 千 ～

7 5万 ８ 千 円

※

� 日 程 、 内 容 、 対 象 な ど は コ ー スに よ り 異 な り ま す

市 バ ド ミ ン ト ン 協 会

◎ 第

4 5回 親 睦 バ ド ミ ン ト ン 大 会

日 時

　

 １ 月

1 4日 ㈰ 午 前 ９ 時 開 会

（ 午 前 ８ 時

3 0分 受 け 付 け 開 始 ）

場 所

　
市 民 体 育 館

内 容

　

� 団 体 の リ ー グ 戦 （ 主 催 者 によ り チ ー ム を 編 成 。 個 人 参加 可 能 ）

対 象

　

� バ ド ミ ン ト ン 協 会 員 、 市 民

参 加 費

　
千 円

　

1 2月

1 4日 ㈭ ま で に 市 バ ド ミ ン

ト ン 協 会 内 川◎ 市 バ ド ミ ン ト ン 選 手 権 大 会日 時

　

� ２ 月 ４ 日 ㈰ 午 前 ８ 時

3 0分 受

け 付 け 開 始

場 所

　
市 ス ポ ー ツ セ ン タ ー

内 容

　

� 一 般 の 部 ・ 中 学 生 以 下 の 部で 男 女 で 分 か れ た ト ー ナ メン ト （ シ ン グ ル ス ・ ダ ブ ルス ）

対 象

　

� バ ド ミ ン ト ン 協 会 員 、 市 民 、市 内 在 学 ・ 在 勤 の 人

参 加 費

�　
１ 種 目 千 円 （ 中 学 生 以 下

５ ０ ０ 円 ）

そ の 他

 　
競 技 中 は 原 則 、  （ 公 財 ） 日

本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 審 査 合格 品 を 着 用 す る こ と

�

　
１
月

1 8日 ㈭ ま で に 市 バ ド ミ

ン ト ン 協 会 内 川 

　

 n
ott

y
5

5
b

a
d

@
g

m
ail.

c
o

m

  ： 申 し 込 み　 ： 問 い 合 わ せ 　 ・  の マ ー ク が あ る も の は 申 し 込 み が 必 要　 ・ 参 加 費 の 記 述 が な い も の は 無 料

募 集

詳 細 は こ ち ら

▼
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1 2月 ７ 日 ㈭ ～

1 4日 ㈭ に 野 々 市

公 民 館

�

◎ オ ト ナ の ス マ ホ 教 室 ～ 基 本 編 ～日 時

　

 １ 月

1 7日 ㈬ 午 前

1 0時

3 0分 ～

午 後 ０ 時

3 0分

場 所

　

� に ぎ わ い の 里 の の い ち

�� カ

ミ ー ノ

内 容

　

� お 茶 を 飲 み な が ら Ｌ Ｉ Ｎ Ｅや グ ー グ ル な ど の 便 利 な 機能 を 活 用 し て み ま し ょ う

�

講 師

　
ソ フ ト バ ン ク 株 式 会 社

対 象

　
市 民

定 員

　

2 0人 （ 先 着 ）

�

　

1 2月 ６ 日 ㈬ か ら 野 々 市 公 民

館

 

☎ ２ ４ ８  ・  ０ ５ ２ １

女 性 セ ン タ ー

◎ こ れ か ら 寒 く な る 季 節 「 血 め ぐり 改 善 と 睡 眠 習 慣 」 に つ い て 学 びま し ょ ！日 時

　

�

1 2月

1 9日 ㈫ 午 後 １ 時

3 0分 ～

２ 時

3 0分

場 所

　
女 性 セ ン タ ー

内 容

　

� 血 行 を 良 く し て 免 疫 力 ア ップ 。 風 呂 の 入 り 方 ・ 睡 眠 のと り 方 な ど 、 軽 く 体 操 し なが ら 学 び ま し ょ う

講 師

　

� 花 王 グ ル ー プ カ ス タ マ ーマ ー ケ テ ィ ン グ 株 式 会 社 スタ ッ フ

対 象

　

� 市 民

定 員

　

2 0人

�

　

1 2月 ７ 日 ㈭ 午 前 ９ 時 か ら 女

性 セ ン タ ー

�

☎ ２ ４ ６  ・  ０ ８ １ ０

押 野 地 区

◎ 押 絵 で 作 る 干 支 飾 り日 時

　

�

1 2月

1 2日 ㈫ 午 前

1 0時 ～ 正 午

場 所

　
押 野 公 民 館

内 容

　

� 色 紙 を 台 紙 に し て 来 年 の 干支 「 辰 （ た つ ）  」 を 押 絵 で作 り ま す

講 師

　
塩 田 智 咲 氏

対 象

　
押 野 地 区 住 民

定 員

　

1 0人 （ 先 着 ）

参 加 費

　
５ ０ ０ 円

持 ち 物

　
紙 用 ・ 布 用 は さ み

�

　

1 2月 ６ 日 ㈬ 午 前

1 0時 か ら 押

野 公 民 館

 

☎ ２ ４ ８  ・  ２ ８ ３ ９

野 々 市 公 民 館

◎ ク リ エ イ テ ィ ブ ラ ボ で 夢 中 に なれ る も の を 見 つ け よ う ！日 時

　

�

1 2月

2 8日 ㈭ 午 前 ９ 時

3 0分 出

発 。 午 後 ０ 時

3 0分 帰 着 予 定

集 合 場

 所
　
に ぎ わ い の 里 の の い ち

��

カ ミ ー ノ

内 容

　

� 創 造 性 が 発 揮 で き る 場 所  「 ミミ ミ ラ ボ 」  （ 金 沢 市 ） へ 行 きま す 。 ３ Ｄ プ リ ン タ ー 、  レ ーザ ー 加 工 機 、 グ ラ フ ィ ッ ク  ・映 像 ・ 楽 曲 制 作 な ど 最 新 のデ ジ タ ル 機 器 を 自 由 な 発 想で 使 っ て み よ う ！

対 象

　

� 市 内 在 住 の 小 学 ４ 年 生 ～ 高校 生

定 員

　

1 2人 （ 抽 選 ）

持 ち 物

　
水 筒

富 奥 地 区

◎ 作 る 楽 し み を 知 る ④ 宇 宙 を 奏 でる 「 点 描

曼 まんだら

荼 羅

画 」

日 時

　

� １ 月

1 3日 ㈯ 午 前 ９ 時

3 0分 ～

1 1時

3 0分 、 午 後 ２ 時 ～ ４ 時

場

 所
　

 富 奥 防 災 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ンタ ー

内 容

　

 下 図 に 従 い 幾 何 学 模 様 に 色の ペ ン で 点 を 置 き

曼 まんだら

荼 羅

を

描 き ま す 。 無 心 に な れ て リラ ッ ク ス 効 果 も あ り ま す よ

講 師

　

� 吉 田 雅 世 氏 （ フ ァ ー ス ト 講座 講 師 ）

対 象

　
富 奥 地 区 住 民

定 員

　
各 ６ 人 （ 先 着 ）

参 加 費

　
千 円 （ 当 日 徴 収 ）

　

1 2月 ８ 日 ㈮ 午 前 ９ 時 か ら 富 奥

公 民 館

 

◎ 冬 の 富 公 祭

 

― 人 と ふ れ あ い 、

文 学 と ふ れ あ う ―  「 富 奥 文 芸 講 座 」日 時

　

 １ 月

2 0日 ㈯ 午 後 ２ 時 ～ ３ 時

3 0分 ご ろ （ 午 後 １ 時 受 け 付
け 開 始 ）

場

 所
　

� 富 奥 防 災 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ンタ ー

内 容

　

 ２ ０ ２ ４ 年 に 生 誕 １ ４ ０年 、 没 後

9 0年 を 迎 え る 竹 久

夢 二 。 大 正 ロ マ ン の 旗 手 によ る 謎 に 満 ち た 中 編 「 秘 薬紫 雪 」 を 朗 読 で 味 わ い ま す（ ほ う じ 茶 と 椿 饅 頭 付 き ）

講 師

　

� 髙 輪 眞 知 子 氏 （ 朗 読 小 屋

　

浅 野 川 倶 楽 部 主 宰 ）

対 象

　
富 奥 地 区 住 民

定 員

　

5 0人 程 度 （ 先 着 ）

�

　

1 2月

1 3日 ㈬ 午 前 ９ 時 か ら 富 奥

公 民 館

 

☎ ２ ４ ８  ・  ０ ８ ２ ９
郷 地 区

◎ フ ー ド ロ ス を 学 ぼ う 「 金 沢 キ ッチ ン 」 で日 時

　

�

1 2月 ８ 日 ㈮ 午 前 ９ 時

3 0分 ～

午 後 １ 時

3 0分

集 合 場 所

　

� 郷 公 民 館

内 容

　

� 命 を 支 え 、  健 康 を 維 持 し 、  楽し み な が ら 食 事 す る 。  そ の食 材 を 育 て ・  使 い 切 り 、  自 然に 感 謝 す る 。  金 沢 キ ッ チ ンを 訪 れ 、  ラ ン チ を 通 し て 命の 循 環 の 大 切 さ を 学 び ま す

対 象

　
郷 地 区 住 民

定 員

　

1 5人 （ 先 着 ）

参 加 費

　
２ 千 円 （ 当 日 徴 収 ）

※ 詳 細 は 結 ネ ッ ト へ 掲 載
　
郷 公 民 館

 ◎ 耳 寄 り な 講 演 会 「 パ ー キ ン ソ ン病 」 ＆ カ フ ェ日 時

　

�

1 2月

1 5日 ㈮ 午 前

1 0時 ～

1 1時

3 0分

場 所

　
郷 公 民 館

講 師

　

 池 田 清 延 氏 （ 金 沢 脳 神 経 外科 病 院 医 師 ）

対 象

　
郷 地 区 住 民

� ※ 詳 細 は 結 ネ ッ ト へ 掲 載
　
郷 公 民 館

 

☎ ２ ４ ８  ・  ０ ２ ５ ０

イ ベ ン ト
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※ 各 講 座 で 使 用 す る パ ソ コ ン の  O S  は  Wi n d o w s 1 0 、 O ffi c e  の バ ー ジ ョ ン は  2 0 1 9  と な り ま す 　 　 　 　 　 　 　 （ 料 金 は テ キ ス ト 代 含 む ）

『 焼 き そ ば 』
T h e � Y A KI S O B A �
r e ci p e �b o o k 　
満 留 邦 子 ／ 著
成 美 堂 出 版

休 館 日 ： 毎 週 水 曜 日 、 1 2 / 2 9  ～  1 / 3 　 開 館 時 間 ： 9: 0 0  ～  2 2: 0 0 　  　 ☎  2 4 8 － 8 0 9 9

場 所 ： 文 化 会 館 フ ォ ル テ 　  　 ☎  2 4 8 － 8 0 0 0

休 館 日 ： 毎 月 第 １ 、 ３ 水 曜 日 、 年 末 年 始 　 開 館 時 間 ： 9: 0 0  ～  2 2: 0 0 （ 貸 館 が な い 日 は  1 7: 0 0  閉 館 ） 　

イ ベ ン ト 情 報

特 集 展 示

　 各 講 座 の 開 始 日 ３ 日 前  1 7: 0 0  の 時 点 で 開 講 最 低 人 数 に 満 た な い 場 合 、 休 講 と な り ま す 。

コ ー ス ・ 料 金 日 　 時 対 象 主 な 内 容

ワ ー ド 2 0 1 9 入 門
（ 5, 0 0 0 円 ）

1 2 / ５ 、1 2 、1 9 、2 6 ㈫
1 0 ：0 0 ～ 1 2 ：0 0

初 級 者
６ 人

ワ ー ド の 基 本 操 作 、 一 般 的 な 文 書 の 作 成 、 表 入 文 書
の 作 成 、 写 真 入 り 文 書 の 作 成

エ ク セ ル 2 0 1 9 入 門
（ 5, 0 0 0 円 ）

１ / ９ 、1 6 、2 3 、3 0 ㈫
1 0: 0 0 ～ 1 2: 0 0

初 級 者
６ 人

エ ク セ ル の 基 本 操 作 、 表 の 装 飾 、 計 算 の 活 用 、 知 っ て
お く と 便 利 な ワ ザ

ヤ ン グ ア ダ ル ト 向 け

『 カ レ ー ド 学 園 　 文 化 祭 を 楽 し も う ！ 』

　 「 文 化 祭 」 と 聞 く だ け で 、 わ く わ く

し ま せ ん か ？ 今 回 は そ ん な 文 化 祭 に

関 連 し た 本 を 、 ① ス テ ー ジ  ② 室 内 型

ア ー ト ③ 模 擬 店 ④ 小 説 の ４ つ の テ ー

マ で 集 め て み ま し た 。

日 　 時 イ ベ ン ト 名 対 象 な ど

1 2 月 1 6 日 ㈯ 1 3: 0 0 ～ 1 4: 0 0 市 民 歴 史 講 座 『 加 賀 の 敵 打 ち 』
対 象 /  大 人 　 定 員 / 5 0  人

�前 日 ま で に

1 2 月 1 6 日 ㈯ 1 4: 1 0 ～ 1 6: 3 0 図 書 館 上 映 会 『 最 後 の 忠 臣 蔵 』
対 象 /  大 人 　
定 員 / 5 0  人 （ 先 着 ）

1 2 月 1 7 日 ㈰ 1 0: 3 0 ～ 1 1: 0 0 カ レ ー ド こ ど も お は な し 会 対 象 /  ３ ～ ５ 歳

１ 月 ９ 日 ㈫ 1 0: 3 0 ～ 1 1: 0 0 カ レ ー ド あ か ち ゃ ん お は な し 会 対 象 /  ０ ～ ２ 歳

１ 月 1 4  日 ㈰ 1 3: 0 0  ～ 1 5: 3 0

心 と カ ラ ダ ･  自 然 に よ り そ う お 料 理 教 室 ～ 美
人  F o o d  ク ッ キ ン グ （ 月 １ 回 ）

【 大 人 向 け 】 冬 の 定 番 　 キ ム チ 作 り （ 容 器 代 込
み 、 持 ち 帰 り ）

対 象 /  大 人 　 定 員 / 1 6  人
参 加 費 / 2, 0 0 0  円 　
持 ち 物 /  エ プ ロ ン 、 タ オ ル 、
三 角 巾

�1 2  月  1 5  日 ㈮ 申 込 開 始

１ 月 2 8  日 ㈰ 1 4: 0 0 ～ 1 5: 0 0
か が く 実 験 教 室 （ 毎 月 第 ４ 日 曜 ）
坂 道 を 歩 く 恐 竜 を 作 ろ う
※ 小 学 ２ 年 生 以 下 は 保 護 者 同 伴

対 象 /  小 学 生 　 定 員 / 2 0  人
参 加 費 / 5 0 0  円

�1 2  月  2 4  日 ㈰ 申 込 開 始

児 童 向 け

『 ク リ ス マ ス を 楽 し も う ！ 』

　 も う す ぐ ク リ ス マ ス が や っ て き ま す 。

今 年 は ど ん な ク リ ス マ ス に な る か な 。

　 子 ど も も 大 人 も 楽 し め る よ う な 、 ク リ

ス マ ス に 関 連 す る 本 を 集 め ま し た 。

ぜ ひ 読 ん で み て ね ！

広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 2 月 号 　 1 8

証 明 書 の コ ン ビ ニ 交 付 サ ー ビ ス 休 止
　
戸 籍 シ ス テ ム の 更 新 作 業 の た

め 、 次 の 日 程 で コ ン ビ ニ で の 証 明書 交 付 サ ー ビ ス を 休 止 し ま す 。休 止 日

 時
　

1 2月

2 1日 ㈭ 午 後 ５ 時

3 0

分 ～ 終 日

対 象 サ ー ビ ス

　
戸 籍 証 明 書 お よ び

　 　 　

� 戸 籍 附 票 の 写 し の 発 行 、 本籍 地 利 用 登 録 申 請

　
市 民 生 活 課

　

�

☎ ２ ２ ７  ・  ６ ０ ４ ６

6 0代 の 詐 欺 被 害 が 急 増 ！

　
市 内 に お け る 特 殊 詐 欺 は 、 既 に

昨 年 を 上 回 る ペ ー ス で 発 生 し て いま す 。 還 付 金 詐 欺 が 目 立 ち 、

6 0代

の 被 害 者 が 多 い の が 特 徴 で す 。　
具 体 的 に は 、 市 役 所 の 職 員 な ど

を か た る 犯 人 が 高 齢 者 宅 に 電 話 をし 、  「 介 護 保 険 料 や 税 金 の 還 付 金が あ る 」 な ど と 信 じ さ せ 、 Ａ Ｔ Ｍへ 誘 導 し 、 現 金 を 振 り 込 ま せ 、 だま し 取 る 手 口 で す 。　
被 害 に 遭 わ な い た め に 、  「 他 人

に 指 示 さ れ て Ａ Ｔ Ｍ に 絶 対 に 行 かな い 」  こ と を 必 ず 守 っ て く だ さ い 。　
ま た 、  「 詐 欺 電 話 か な 」 と 思 っ

た ら 、 一 人 で 判 断 せ ず 家 族 や 警 察に 相 談 し て く だ さ い 。
　
白 山 警 察 署

�

☎ ２ １ ６  ・  ０ １ １ ０

年 末 特 別 火 災 予 防 運 動

　
年 末 の 慌 た だ し さ で 火 の 元 が お

ろ そ か に な り 、  「 つ い 」  「 う っ か り 」が 原 因 の 火 災 が 心 配 さ れ ま す 。　
こ れ か ら 寒 さ が 一 段 と 増 し 、 暖

房 器 具 な ど を 取 り 扱 う 機 会 が 多 くな り ま す 。 外 出 時 や 就 寝 前 に は 戸締 ま り と 火 の 元 の 点 検 を 行 い まし ょ う 。　
大 掃 除 の 際 に は 、 コ ン セ ン ト や

こ ん ろ の 周 り を 整 理 清 掃 し て 火 災予 防 に 努 め 、 明 る い 新 年 を 迎 え まし ょ う 。
　
野 々 市 消 防 署

�

　
☎ ２ ４ ８ ・ ９ １ １ ９

案 内

法 人 決 算 期 別 説 明 会

日 時

　

�

1 2月

1 5日 ㈮ 午 後 ２ 時 ～ ３ 時

3 0分

場 所

　
松 任 公 民 館 （ 白 山 市 ）

内 容

　

� 申 告 の ポ イ ン ト 、 最 近 の 税情 報

(

税 制 改 正 、 消 費 税 イ

ン ボ イ ス 制 度 な ど

)

対 象

　

1 1月 ～ ２ 月

� 決 算 法 人

※

� 駐 車 場 は グ ラ ン ド ホ テ ル 白 山 横の 駐 車 場 を 利 用 し て く だ さ い　
（ 公 社 ）

松 任 法 人 会

�

☎ ２ ７ ４  ・  ３ １ ５ ７

う つ 病 家 族 教 室

日 時

　

 

1 2月

2 2日 ㈮ 午 後 ２ 時 ～ ４ 時

場 所

　

� 富 奥 防 災 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ンタ ー

内 容

　
う つ 病 の 理 解 と 対 応

対 象

　

� う つ 病 や う つ 状 態 に あ る 人の 家 族 お よ び 支 援 者

�

　
県
石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ ー

　

�

☎ ２ ７ ５  ・  ２ ２ ５ ０

裁 判 員 制 度

◎ 名 簿 記 載 通 知 を 発 送 し ま し た　
名 簿 記 載 通 知 は 、 裁 判 員 に 選 ば

れ る 可 能 性 が あ る こ と を 事 前 に 伝え る 通 知 で す 。 通 知 が 届 い た 場 合も 、 す ぐ に 裁 判 所 に 行 く 必 要 は あり ま せ ん 。 内 容 を よ く 読 み 、 必 要に 応 じ て 同 封 の 調 査 票 を 提 出 し てく だ さ い 。　
裁 判 員 に 選 ば れ る と 、 刑 事 裁 判

の 法 廷 で 審 理 に 立 ち 会 い 、 裁 判 官と と も に 評 議 し 、 判 決 に 立 ち 会 いま す 。　
裁 判 員 制 度 の 円 滑 な 実 施 の た め

に 、 協 力 を お 願 い し ま す 。
　
金 沢 地 方 裁 判 所
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知 財 調 停 を 知 っ て い ま す か
　
知 財 調 停 と は 、 ビ ジ ネ ス の 過 程

で 生 じ た 知 的 財 産 権 に 関 す る 紛 争に つ い て 、 調 停 委 員 会 の 助 言 や 見解 を 得 て 、 簡 易 か つ 迅 速 な 解 決 を図 る 手 続 き で す 。 調 停 委 員 会 は 、経 験 豊 富 な 弁 護 士 、 弁 理 士 な ど から 構 成 さ れ ま す 。　
知 財 調 停 は 、 東 京 地 裁 、 大 阪 地

裁 に 申 し 立 て る こ と が で き ま す 。ウ ェ ブ 会 議 も 利 用 可 能 で す 。
　
東 京 地 方 裁 判 所
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